






















































































（2015 年 10 月）。ヒアリングでは、筆者が質問
紙への回答を整理した後、回答の不備や質問紙
では十分に読み取れない内容を中心に聞き取り




































































































1980 年代、後者は 2000 年を前後して職務標準
を確立させて現在に至っている。
表 1　調査対象学校事務職員のプロフィール
性別 年齢 勤続 学校種 自治体名 職務標準 採用 人事流動性
A 女性 50 代後半 38 年 小学校 V なし 学校事務職員枠 義務
B 男性 50 代後半 38 年 中学校 W なし 学校事務職員枠 義務
C 男性 50 代後半 35 年 中学校 X なし 地方公務員枠 義務・高校・教委・他領域
D 男性 50 代後半 36 年 小学校 Y あり 学校事務職員枠 義務・高校・教委
E 男性 50 代後半 35 年 小学校
Z あり 地方公務員枠 義務・高校・教委・他領域
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